
地域産業都市委員会 

令和７年３月１７日 

墨田区廃棄物の減量及び処理に関する条例及びすみだ環境基本条例の一部を改正する

条例（案）新旧対照表 

第１条による改正（墨田区廃棄物の減量及び処理に関する条例（平成１１年墨田区条

例第３８号）） 

改  正  案 現     行 
  

  

第７条及び第８条 削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自動販売機を設置する者等の義務） 

第１６条 墨田区規則（以下「規則」とい

う。）で定める容器入り飲料の自動販売機 

（以下「自動販売機」という。）を設置し、

又は管理する者は、回収容器を設置し、空

き缶等を回収することにより、地域を清潔

に保つとともに、その再利用を図らなけれ

ばならない。 

２ 〔略〕 

 （墨田区廃棄物減量等推進審議会の設置） 

第７条 区長は、一般廃棄物の減量等に関す

る事項を審議させるため、墨田区廃棄物減 

量等推進審議会（以下「審議会」という。）

を設置する。 

２ 審議会は、前項に規定する事項について

審議するほか、区長に対して、意見を述べ

ることができる。 

（審議会の組織） 

第８条 審議会は、委員２０人以内をもって

組織する。 

２ 委員は、区民、学識経験者、区議会議員

及び区職員のうちから、区長が委嘱し、又

は任命する。 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、補

欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

４ 委員は、再任されることができる。 

５ 前各項に定めるもののほか、審議会の組

織及び運営に関し必要な事項は、墨田区規

則（以下「規則」という。）で定める。 

 〔同左〕 

第１６条 規則で定める容器入り飲料の自動

販売機（以下「自動販売機」という。）を

設置し、又は管理する者は、回収容器を設

置し、空き缶等を回収することにより、地

域を清潔に保つとともに、その再利用を図

らなければならない。 

 

２ 〔略〕   

 

 



第２条による改正（すみだ環境基本条例（平成１７年墨田区条例第５７号）） 

改  正  案 現     行 
  

 （環境基本計画） 

第７条 〔略〕 

２ 〔略〕 

３ 区長は、環境基本計画の策定に当たって

は、あらかじめ、第１６条第１項に規定す

る墨田区資源環境審議会の意見を聴かなけ

ればならない。 

４～６ 〔略〕 

 （資源環境審議会） 

第１６条 環境基本法（平成５年法律第９１

号）第４４条の規定に基づき、区長の附属

機関として、墨田区資源環境審議会（以下

「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、区長の諮問に応じ、次に掲げ

る事項を調査審議する。 

 ⑴・⑵ 〔略〕 

 ⑶ 一般廃棄物の減量等及び資源の循環的 

利用に関する事項 

 ⑷ 前３号に掲げるもののほか、区長が必

要と認める事項 

３ 〔略〕 

４ 審議会は、学識経験を有する者、区議会

議員、区民及び事業者その他必要があると

認める者のうちから、区長が委嘱する２０

人以内の委員で組織する。 

５・６ 〔略〕 

 〔同左〕 

第７条 〔略〕 

２ 〔略〕 

３ 区長は、環境基本計画の策定に当たって

は、あらかじめ、第１６条第１項に規定す

る墨田区環境審議会の意見を聴かなければ

ならない。 

４～６ 〔略〕 

 （環境審議会） 

第１６条 環境基本法（平成５年法律第９１

号）第４４条の規定に基づき、区長の附属

機関として、墨田区環境審議会（以下「審

議会」という。）を置く。 

２ 〔同左〕 

 

 ⑴・⑵ 〔略〕 

   〔新設〕 

 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、区長が必

要と認める事項 

３ 〔略〕 

４ 審議会は、学識経験を有する者、区議会

議員、区民及び事業者その他必要があると

認める者のうちから、区長が委嘱する１５

人以内の委員で組織する。 

５・６ 〔略〕   

   付 則 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日

から施行する。 

２ この条例の施行の日以後の墨田区資源環境審議会の設置に関し必要な手続、準備

行為等は、同日前においても、この条例による改正後のすみだ環境基本条例の規定

の例により行うことができる。 

 


